国際法・国際政治における対話の困難と可能性 by 妹尾 哲志
　98　 　
 第２部  個別企画 
セクション①
国際法・国際政治における対話の困難と可能性













































































































































ば以下を参照した。Andrew David Stedman, Alternatives to Appeasement: Neville Chamberlain and Hit-
ler’s Germany, Tauris, 2015 ; Paul Sharp, Diplomatic Theory of International Relations, Cambridge UP, 
2009 ; Sidney Aster, “Appeasement : Before and After Revisionism,” Diplomacy & Statecraft, 19:3, 2008 ; 




































































法学研究所所報』第 50 号，2015 年；佐藤成基『ナショナル・アイデンティティと領土――戦後ドイツの東
方国境をめぐる論争』新曜社，2008年。またドイツ語では，ブラント財団によるFriedhelm Boll/Krzysztof 
Ruchniewicz (Hg.), Nie mehr eine Politik über Polen hinweg. Willy Brandt und Polen (Willy-Brandt-Stu-



















































































森 川 幸 一（専修大学法学部教授・法学部長／国際法）
　森川でございます。私は国際法を専攻しております。国際法の中には，国家が武力
の行使に訴えるのを可能な限り規制することを目的とする国際安全保障の分野があり
ます。もっとも武力に訴えるのを規制するとはいっても，実際には国家間でいまだに
武力紛争が絶えないわけです。そのため武力紛争になった時にそれを可能な限り合理
化・人道化することを目的とする国際人道法という分野もあり，それらが私の専門分
野ということになります。こういうと，「お前は戦争を対象にして食っているのか」と
言われそうですけれども，実際には，武力紛争にならないようにするにはどうしたら
よいかという問題が国際法の主要な問題意識であります。本日の妹尾先生のお話の最
